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４７統一応募書類の全国的な違反集約状況と今後の課題

表１統一応募書類の全国的な違反集約状況

4６ 

い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
）
。

今
回
の
調
査
は
、
右
記
の
い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も
、
都
道
府

県
段
階
で
、
一
九
九
三
年
度
新
規
高
校
卒
業
者
に
関
し
て
、
統
一

応
募
書
類
違
反
の
状
況
が
ど
れ
だ
け
把
握
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
特

徴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
し
て

い
る
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
い
う
目
的
で
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

具
体
的
に
は
、
三
一
都
府
県
で
設
定
さ
れ
て
い
る
同
和
教
育
研

究
協
議
会
な
ど
の
御
協
力
を
得
て
、
基
本
的
な
情
報
を
入
手
し
た
。

そ
の
主
な
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

な
お
、
表
１
の
一
八
都
府
県
の
数
字
の
調
査
主
体
は
、
高
校
同

和
教
育
研
究
協
議
会
（
京
都
、
大
阪
、
奈
良
、
福
岡
、
大
分
）
、
同

和
教
育
研
究
協
議
会
（
石
川
、
三
重
、
滋
賀
、
宮
崎
、
長
崎
、
熊

本
）
、
高
校
教
職
員
組
合
（
東
京
）
、
高
校
教
育
研
究
会
同
和
教
育

部
会
（
愛
媛
）
、
行
政
（
埼
玉
、
鳥
取
、
高
知
、
徳
島
、
鹿
児
島
）

で
あ
る
（
た
だ
し
、
傍
線
の
あ
る
府
県
は
他
組
織
と
共
同
で
調
査

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
。
ま
た
、
こ
こ
で
あ
げ
た
行
政
に

よ
る
把
握
の
五
県
以
外
に
も
行
政
と
し
て
当
然
把
握
し
て
い
る
府

県
は
あ
る
が
、
教
員
組
織
が
把
握
し
て
い
な
い
所
に
の
み
限
定
し

た
。
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家族（ｌＨ２１）

本繍（216）

プ活D力（ⅡⅡI社）
（859社）
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＊ 

家族（88）本覇（】7）

（１６） 

＊ 

調
査
結
果
の
第
一
の
特
徴
点
は
、
違
反
集
約
を
都
府
県
規
模
で

組
織
的
に
教
員
組
織
が
把
握
し
て
い
る
都
府
県
が
一
三
都
府
県
と

あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
行
政
の
把
握
を
含
め
て
も
一
八
都
府
県
し

か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

統
一
応
募
書
類
は
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
違
反
状
況
の
把
握
は
極
め
て
な
お
ざ
り
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
東
曰
本
に
お
い
て
は
、
東
京
、
埼

玉
、
石
川
を
除
い
て
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
な
い
実
態
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
取
組
み
の
弱
い
県
ほ
ど
統
一
応
募
書
類
に

対
す
る
違
反
状
況
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
、
西
日
本
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
が
、
昨
年
、
発
覚
し
た
島
根
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
差
別
選
考
事

件
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
約
四
○
年
に
わ
た
り
、
本

籍
地
、
家
族
の
職
業
、
友
人
、
所
属
政
党
、
現
住
所
略
図
な
ど
が

記
入
さ
れ
る
「
身
上
調
査
書
」
を
面
接
前
に
記
入
さ
せ
、
そ
れ
を

も
と
に
面
接
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
県
行
政
も
過

去
一
度
も
就
職
差
別
に
関
わ
る
把
握
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と

＊ 

１
違
反
集
約
を
し
て
い
る
都
府
県
の
少
な
さ

一
一
違
反
集
約
状
況
の
特
徴
点

注①「調森対駛の概要Ｉ「違反災約状況ｌで空白な所は都府県レベルでは把握されていない。

②「運b〔典約状況Ｉで、数字は維本的に人数をさし．邪業所数で力'１ノン卜されている場合は「面椿での竹間内容」で

している。

③府県名に＊印がついているのは、1992年度の数字である。

④（）内の学校数.受験者散は：､学校基本調変報告宵」（】993年）よりとったものである。

社と現わ

①調森対殿の概要

ＤＰ 

j酋校数

（）lAIIit,:俟校散

(受験褐)/報告荷

(綴呰什I21nNlあり）

事業所

(府県|A1外）

②違反築約状況

1,接でのPlllW内容 允究身調
随歴

轡

不適性阿

罰のMf出

その他

(作文）

各種検汽

血液 尿 Ｘ線 他

束 (467） (28.(137）１．６弱 ＬⅡ3昴祉
家族（489）Ｆ１宅･周辺

(192）本濡（97）
1２ 235 8 

埼１《 (212） (23.531） １ １ ２ Ｉ ０ (Ｉ (） 

二IF（ (H1） (9,232）7.46(} 
家族（40）

家の資産（２）
２ 1.008 

7ｉ川 6５（73） (5,54()）3.819 
家族（1.823）

本籍（216）
1１ ４ 4７ 1８４ 464 559 464 588 

滋閲 5９（59） (5.469） 1.7(Ⅱ)社
クラブ活動（1()U社）
通勤方法（859社）
家族(】97社)性格(836社）

(Ｉ ２１ ４ 472 

京都 l(1７（125） (6.096）5.282人
家族（5()9）住居（312）

適性・能力外（275）
４ 8(） ４ 473 640 592 401 

奈良 (65） (４．２３１） (84） 47社

大阪 101(府、人）（28Ｊ） (31.596人） 家族（139）住居（16） (） ワ
ロレ 5()９ 626 528 325 

K＄収 (35） (3.522） 
家族（88）本蒲（17）

住所（16）
0 (） ０ ２ 

徳烏 (52） (４.()35） 家族（41社） 0 一⑥ 9７ 

IlWlRIl (52） (3.854） (35社）

愛雌 (74） (７.前7ﾖ）4.863人 家族（261）住居（34） ワー 】 (446） 

WｖｊｌＭ１ (IHﾖ） (１９．９H9） 家族（120社） l(） (Ｉ ２ 

人分 7;Ｉ（77） (７」９６）
家族の職業（232）

欠席（271）
４ 1４ 一Ｊ 185 265 210 242 

瞠崎 (HH） (９．２９】） 家族（”上）

「尼 本 (H3） (8,99H） (22ﾄﾞﾋ） ３ 0 (17） 

宮崎 (昂7） (７．:l:lⅡ） 
家族の職業（73社）

友人（Ｊ１社）
ツ｡） ４ ワご』① 9６ 一ａ８ 

鹿児KJI (IU4） Ｉ ？一一Ｊ鈩ＤＢ ９ Ｉ 
家族の職業（３）

その他（３）
(） I］ I） Ⅱ 

労働右 (542ﾄﾞﾋ） Ⅱ 4Ⅱ 1１ 1８３ 
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違
反
事
例
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
学
校

ご
と
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と

を
都
府
県
行
政
（
特
に
教
育
行
政
も
含
め
て
）
が
全
体
的
に
把
握

し
て
分
析
し
、
正
式
な
報
告
書
を
出
し
た
り
、
個
々
の
違
反
企
業

へ
の
指
導
や
企
業
全
体
に
対
す
る
状
況
調
査
、
さ
ら
に
は
目
的
意

た
り
は
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
血
液
検
査
な
ど
の
諸
検
査
が
面
接
時
（
内
定
以
前
）

に
、
な
お
か
な
り
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
八
八
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
血
液
検
査
な
ど
が

企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
採
用
予
定
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

内
定
前
に
実
施
す
る
こ
と
は
、
一
連
の
健
康
診
断
結
果
が
採
用
選

考
に
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
生
じ
る
も
の
で
あ
り
差
別
選
考

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
実
際
、
い
く
つ
か
の
府
県
で
問
題
化

も
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
内
定
後
に
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
当
然
、
そ
の
結
果
へ
の
本
人
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
し
て
い
る
府
県
だ
け

み
て
も
依
然
と
し
て
内
定
前
に
諸
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

２
違
反
集
約
状
況
の
特
徴

次
に
一
八
都
府
県
の
違
反
集
約
状
況
の
特
徴
を
見
て
い
く
と
、

大
き
く
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
は
、
違
反
内
容
と
し
て
、
ど
の
都
府
県
に
お
い
て
も
「
面

接
」
時
の
質
問
内
容
に
違
反
が
極
め
て
多
く
、
特
に
「
家
族
」
の

職
業
や
構
成
、
健
康
状
況
な
ど
の
違
反
質
問
が
き
わ
だ
っ
て
多
い

こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
健
康
診
断
書
や
戸
籍
謄
本
な
ど
不
必
要
な
書
類
の
提
出

を
も
と
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
な
お
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
都
府
県
別
の
特
徴
と
し
て
、
石
川
・
東
京
で
の
違
反

率
の
著
し
い
高
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表
１
の
よ
う
に
、
石
川
で

は
報
告
書
を
提
出
し
た
三
、
八
一
九
名
の
生
徒
の
う
ち
一
、
八
一
一

（
３
）
 

も
、
こ
の
事
件
を
通
じ
て
明
｛
っ
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
詳
細
に
は
後
に
も
ふ
れ
る
が
、
教
員
組
織
が
違
反
集
約

を
し
た
石
川
、
東
京
で
は
、
そ
の
違
反
率
が
他
府
県
と
く
ら
べ
て

極
め
て
高
い
。
こ
の
こ
と
も
東
曰
本
の
問
題
状
況
の
一
端
を
物
語

（
４
）
 

っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
昨
年
一
円
何
に
発
覚
し
た
新
潟
県
上
越
市

が
職
員
採
用
に
際
し
て
、
一
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
思
想
・
犯

罪
歴
な
ど
を
出
身
大
学
に
公
文
書
で
照
会
し
た
事
件
も
一
端
を
示

一
⑪
）

し
て
い
う
っ
。

３
違
反
事
例
へ
の
対
応
状
況

１
「
就
職
受
験
報
告
書
」
の
取
り
組
み
の
抜
本
的
強
化

第
一
に
、
統
一
応
募
書
類
に
直
接
関
連
し
て
、
次
の
六
点
ほ
ど

の
課
題
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

一
つ
は
、
統
一
応
募
書
類
は
全
国
四
七
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
形
に
し
ろ
、
そ
の
違
反
事

例
の
集
約
を
し
て
い
る
都
府
県
は
一
八
都
府
県
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
「
バ
ラ
ツ
キ
」
状
況
を
早
急
に
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に

「
就
職
受
験
報
告
書
」
の
全
国
的
実
施
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
違
反
事
例
の
収
集
、
分
析
指
導
、
報
告
書
作
成
の

た
め
の
組
織
整
備
が
行
政
責
任
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
例
え
ば
、
大
阪
で
は
一
九
七
三
年
よ
り
「
同
和
地
区
出
身
者

雇
用
促
進
会
議
」
が
大
阪
府
労
働
部
、
教
育
委
員
会
、
経
済
界
、

労
働
界
、
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
を
構
成
組
織
と
し
て
設
置
さ

以
上
の
よ
う
な
統
一
応
募
書
類
に
対
す
る
違
反
集
約
状
況
の
特

徴
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
た
、
今
後
の
課
題
を
次
に

検
討
し
て
み
た
い
。

識
的
に
部
落
問
題
や
人
権
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
指
導
な
ど

（
６
）
 

は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。

三
名
、
即
ち
、
約
五
○
％
の
生
徒
が
「
家
族
」
の
こ
と
に
つ
い
て

面
接
時
に
質
問
を
受
け
て
い
る
し
、
東
京
の
場
合
も
、
一
、
六
五

五
名
の
う
ち
少
な
く
と
も
四
八
九
名
（
約
三
○
％
）
が
「
家
族
」

の
こ
と
を
面
接
時
に
聞
か
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
西
曰
本
で
比
較
的
違
反
率
の
高
い
京
都
で
も
、
面
接
時

の
「
家
族
」
の
こ
と
へ
の
質
問
を
受
け
た
率
は
約
一
○
％
ほ
ど
で

あ
り
、
石
川
・
東
京
の
違
反
率
の
高
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら

に
東
京
で
は
、
約
八
○
％
が
「
早
期
会
社
訪
問
を
し
た
」
と
い
う

よ
う
な
就
職
協
定
無
視
の
異
常
な
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。も
う
一
つ
の
都
府
県
別
の
特
徴
は
、
表
１
に
は
示
し
て
い
な
い

が
、
大
分
県
で
、
国
家
公
務
員
（
特
に
警
察
）
の
場
合
に
よ
る
、

身
元
調
査
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

第
三
に
、
労
働
省
の
違
反
状
況
の
把
握
数
と
く
ら
べ
て
大
き
な

隔
た
り
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
面
接
時
で
の
違
反
数
は
、

労
働
省
の
場
合
の
五
四
二
社
に
対
し
、
「
家
族
」
の
こ
と
を
質
問
さ

れ
た
件
数
だ
け
に
限
定
し
て
も
、
東
京
（
四
八
九
名
）
、
石
川
二
、

八
一
一
三
名
）
、
滋
賀
（
一
九
七
社
）
、
京
都
（
五
○
九
名
）
、
大
阪
（
’

’
一
一
九
名
）
、
愛
媛
（
一
一
六
一
名
）
、
大
分
（
二
一
一
一
一
一
名
）
、
福
岡
（
一

一
一
○
社
）
だ
け
で
も
三
、
五
○
○
件
を
こ
す
実
態
で
あ
る
。
労
働

省
の
場
合
、
職
業
安
定
所
が
把
握
し
た
数
字
を
も
と
に
し
て
い
る

こ
と
や
把
握
の
精
密
度
の
違
い
が
若
干
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
隔

三
今
後
の
課
題

Ｆ
Ｏ
Ｊ
■
勺
ｊ
２
Ｌ
Ｈ
仇
Ⅱ
Ⅳ
胡
。
山
も
リ
ー
靴
『
・
●
●
市
□
．
□
‐
一
口
⑧
■
０
，
●
ぺ
頷
・
■
‐
，
０
「
ロ
リ
ロ

で
‐
Ｏ
ｌ
ｄ
Ⅱ
⑭
？
●
ｐ
ｒ
■
］
■
６
。
』
ｊ
ニ
コ
ー
●
Ｃ
Ｆ
Ｇ
や
。
『
０
旧
ｐ
・
か
ユ
兄
口
１
コ
０
０
４
０
凸
一
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企
業
が
数
多
く
集
中
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
本
社
が
集
中
し

て
お
り
、
全
国
か
ら
就
職
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
東
京
（
近

辺
県
）
で
の
統
一
応
募
書
類
遵
守
の
取
り
組
み
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。

し
か
し
、
現
状
は
そ
の
重
要
性
と
は
逆
に
、
全
く
ひ
ど
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
都
高
教
が
毎
年
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
抽
出
）
を
し
て
い
る
が
、
一
九
九
三
年
度
卒
業

生
一
、
六
五
五
名
中
四
一
三
名
（
一
一
五
・
五
％
）
が
「
親
の
職
業

を
聞
か
れ
」
、
二
一
一
一
五
名
（
一
四
。
二
％
）
が
「
統
一
応
募
書
類
以

外
の
書
類
を
書
か
さ
れ
」
、
一
九
一
一
名
（
二
・
六
％
）
が
「
自
宅
・

周
辺
の
こ
と
を
聞
か
れ
」
ろ
と
い
う
、
違
反
状
況
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
就
職
協
定
違
反
の
実
態
は
一
層
深
刻
で
あ
る
。
右
調

査
で
も
、
｜
、
六
五
五
名
中
一
、
三
○
五
名
（
七
八
・
九
％
）
が

「
早
期
会
社
訪
問
を
し
た
」
、
五
九
一
一
一
名
（
三
五
・
八
％
）
が
「
そ

こ
で
面
接
・
筆
記
試
験
な
ど
を
受
け
た
」
、
四
○
三
名
（
’
’
四
。
三

％
）
が
「
九
月
一
六
日
（
選
考
開
始
曰
）
以
前
に
結
果
を
知
っ
た
」

れ
、
一
つ
の
課
題
と
し
て
違
反
事
例
の
点
検
・
確
認
が
な
さ
れ
て

い
る
。

現
在
で
も
一
三
都
府
県
で
教
員
関
係
組
織
に
よ
る
違
反
事
例
の

収
集
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
十
分
な
体
制
や
権
限
が
保
障
さ
れ
て

い
な
い
中
で
個
々
人
の
献
身
的
な
活
動
に
負
っ
て
い
る
部
分
が
小

さ
く
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
へ
の
積
極
的
な
人
的
財
政
的
援
助
と

あ
わ
せ
て
、
収
集
さ
れ
た
違
反
事
例
に
対
す
る
事
後
の
事
実
確
認

や
分
析
、
適
切
な
指
導
、
そ
し
て
報
告
書
の
作
成
な
ど
を
行
政
責

任
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

三
つ
に
は
、
「
就
職
受
験
報
告
書
」
の
内
容
の
改
善
で
あ
る
。
京

都
や
大
阪
で
は
、
一
九
八
六
年
の
男
女
一
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定

や
そ
れ
に
伴
う
取
り
組
み
の
中
で
、
「
報
告
書
」
の
中
に
面
接
時
の

女
性
差
別
を
点
検
す
る
項
目
が
一
項
目
だ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
他
の
差
別
問
題
も
視
野
に
入
れ
た
内
容
改
善
、
さ
ら
に

は
「
報
告
書
」
の
改
善
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
進
路
保
障
全
般

に
わ
た
る
取
り
組
み
が
さ
ら
に
追
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
つ
に
は
、
部
落
解
放
運
動
と
し
て
、
学
校
（
教
員
）
と
連
携

し
な
が
ら
も
、
独
自
に
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
「
就
職

受
験
報
告
書
］
に
よ
る
調
査
を
実
施
す
る
必
要
性
で
あ
る
。

特
に
、
高
校
サ
イ
ド
で
取
り
組
み
が
あ
ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
や
、
大
学
生
の
場
合
は
、
部
落
解
放
運
動
の
重
要
な
一

環
と
し
て
必
ず
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
高

壱
ｌ
〉

ま
な
点
で
統
一
応
募
書
類
違
反
が
あ
る
。
聖
己
ら
に
は
離
転
職
の
実

態
も
把
握
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ

う（〕。２
束
京
で
の
取
り
組
み
の
抜
本
的
強
化
と
大
学
生
を
め
ぐ
る

課
題

と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
就
職
協
定
違
反
の
異

常
な
実
態
こ
そ
が
、
統
一
応
募
書
類
に
対
す
る
高
い
違
反
率
を
生

ん
で
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
実
態
を
行
政
は
意
識
的
に
把
握
し
よ
う
と

す
る
ど
こ
ろ
か
放
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
東

京
の
み
な
ら
ず
東
曰
本
で
は
大
な
り
小
な
り
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、
大
学
生
の
就
職
に
関
し
て
は
、
東
京
や
東
曰
本
の
み
な

ら
ず
、
全
国
的
に
統
一
応
募
書
類
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
し
、
大

学
に
よ
る
「
就
職
受
験
報
告
書
」
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
五
～
六
月
に
は
「
内
内
定
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
就
職

協
定
は
全
く
な
い
に
等
し
い
現
状
で
あ
る
。

そ
の
結
果
は
、
例
え
ば
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
場
合
、
①
就
職

情
報
の
量
が
少
な
い
、
②
会
社
説
明
会
・
筆
記
試
験
・
面
接
・
内

内
定
な
ど
一
連
の
企
業
側
か
ら
の
採
用
活
動
が
遅
い
、
③
「
女
子

は
採
用
し
な
い
」
な
ど
の
門
前
払
い
な
ど
に
よ
り
就
職
率
は
低
い
、

④
面
接
時
で
の
露
骨
な
女
性
差
別
的
質
問
と
い
っ
た
よ
う
に
、
女

（
８
）
 

性
差
別
を
明
ら
か
に
生
み
出
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
東
京
（
東
曰
本
）
や
大
学
生
の
現
状
は
、
そ
れ

自
身
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
を
生
み
出
す

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西

曰
本
に
も
、
高
校
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
形
骸
化
さ
せ
る

校
生
・
大
学
生
自
身
も
、
こ
れ
ま
で
の
就
職
差
別
撤
廃
の
取
り
組

み
の
経
過
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
、
身
近
な
人
権
侵
害
や
差
別

の
現
実
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
部
落
解
放
運
動

自
体
も
、
露
骨
な
就
職
差
別
事
件
が
発
生
し
た
と
き
だ
け
で
な
く
、

曰
常
的
な
雇
用
関
係
に
関
す
る
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
各
都
府
県
（
全
国
）
同
和
教
育
研
究

協
議
会
や
高
校
と
の
連
携
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
通
し
て
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

五
つ
に
は
、
統
一
応
募
書
類
自
体
の
点
検
・
改
革
の
必
要
性
で

あ
る
。
統
一
応
募
書
類
の
違
反
事
例
と
し
て
は
面
接
時
の
「
家
族
」

に
関
す
る
質
問
が
一
番
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統
一
応
募
書
類

に
は
、
広
島
を
除
い
て
す
べ
て
に
「
家
族
」
欄
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
所
属
ク
ラ
ブ
等
」
「
色
覚
」
「
聴
力
」

「
視
力
」
な
ど
、
実
際
の
仕
事
に
必
要
な
本
人
の
デ
ー
タ
以
外
の

不
必
要
な
デ
ー
タ
が
統
一
応
募
書
類
に
は
存
在
す
る
。
確
か
に
曰

本
の
採
用
慣
行
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
就
職
差
別
や
人
権
侵
害
事

例
の
検
討
を
通
し
て
改
善
し
て
い
く
べ
き
余
地
は
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。

六
つ
に
は
、
①
採
用
段
階
だ
け
で
な
く
、
内
定
後
に
提
出
す
る

入
社
承
諾
書
、
身
元
保
証
書
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
誓
約
書
の
実

態
、
②
大
学
・
短
大
、
専
修
・
各
種
学
校
推
薦
入
学
志
願
者
の
面

接
実
態
、
提
出
書
類
内
容
の
実
態
、
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ざ
ま
ざ
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一
九
七
三
年
よ
り
、
労
働
省
・
文
部
省
の
行
政
指
導
に
よ
り
統

一
応
募
書
類
の
実
施
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
通

達
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
何
ら
強
制
力
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
内

容
も
統
一
応
募
書
類
の
実
施
の
み
で
、
そ
の
違
反
状
況
の
調
査
や

分
析
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
労
働
省
職
業
安
定
局
長
「
第
一
八
三
号
通
達
」
（
一
九

九
二
年
三
月
一
一
一
一
曰
）
は
「
極
め
て
悪
質
か
つ
重
大
な
差
別
事
象

を
惹
起
し
、
是
正
指
導
に
応
じ
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
求
人

の
不
受
理
、
紹
介
停
止
等
の
措
置
を
行
い
得
る
も
の
と
す
る
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
本
省
の
指
示
で
は
じ
め
て
で
き
る

措
置
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
は
、
直
接
的
に
事
業
主
に
刑
事
罰
、
民

事
罰
を
問
わ
ず
罰
則
を
加
え
る
も
の
で
は
な
く
、
「
極
め
て
悪
質
か

つ
重
大
な
差
別
事
象
」
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
軽

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
点
で
も
、
東
京
（
東
曰
本
）
や
大
学
生
に
関
す
る
統
一
応

募
書
類
の
精
神
や
就
職
協
定
を
実
現
し
て
い
く
取
り
組
み
を
強
め

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
急
が
れ
る
。
先
に
も
指
摘
し
た
が
、

部
落
の
高
校
生
や
大
学
生
に
対
し
「
就
職
受
験
報
告
書
」
に
よ
る

違
反
事
例
を
把
握
す
る
取
り
組
み
は
、
こ
の
第
一
歩
と
し
て
も
意

義
は
大
き
い
。

し
か
し
今
回
、
本
稿
で
報
告
し
た
内
容
は
、
都
府
県
レ
ベ
ル
で

の
教
員
関
係
組
織
に
よ
る
統
一
応
募
書
類
の
違
反
集
約
状
況
の
現

状
を
主
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
点
と
、
私
自
身
、

教
育
関
係
の
取
り
組
み
や
雇
用
分
野
の
取
り
組
み
を
熟
知
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
点
が
あ
り
、
現
状
の
把
握
や
分
析
で
不
備
な
点

や
思
い
こ
み
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
率
直

な
御
批
判
を
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
今
回
の
資
料
調
査
に
対
し
御
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
謝
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

の
御
協
力
を
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

》淫（
１
）
全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
進
路
保
障
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
た
め
に
就
職
編
Ａ
（
歩
み
と
課
題
Ｅ
一
九
八
九
年
六
月
一

○
日
、
同
「
Ｂ
（
実
践
と
課
題
こ
一
九
八
九
年
九
月
九
日

（
２
）
同
前

（
３
）
「
解
放
新
聞
」
一
六
八
○
号
、
一
九
八
一
年
八
月
一
日

（
４
）
東
京
で
は
一
九
九
一
年
に
発
覚
し
た
多
摩
市
に
よ
る
本
籍
地
の

地
番
ま
で
記
入
さ
せ
る
履
歴
書
の
使
用
事
件
ま
で
発
生
し
て
い

（
５
）
「
朝
日
新
聞
」
一
九
九
一
一
一
年
一
月
二
四
日

（
６
）
全
県
下
的
規
模
で
企
業
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

３
Ｉ
Ｌ
Ｏ
二
一
号
条
約
批
准
で
国
内
法
の
整
備
を

る
。

い
内
容
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
現
実
的
に
は
、
こ
の
通
達
す
ら

運
動
の
中
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
府
県
末
端
や
企
業
関
係

者
に
す
ら
十
分
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
）
。

他
方
、
司
法
の
判
断
と
し
て
は
、
’
九
七
三
年
の
最
高
裁
「
三

菱
樹
脂
判
決
」
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
内
定
前
の
思
想
信
条
調
査

や
そ
の
結
果
に
基
づ
く
採
用
拒
否
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う

考
え
が
定
着
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
法
制
度
の
不
備
が
、
実
施
よ
り
二
○
年
以
上
を
過
ぎ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
、
統
一
応

募
書
類
の
違
反
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
は

な
い
。
一
雇
用
関
係
に
お
け
る
差
別
の
禁
止
を
求
め
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
二

一
号
条
約
は
、
す
で
に
一
○
○
ヵ
国
を
優
に
こ
す
国
が
批
准
し
て

い
る
が
、
曰
本
も
そ
の
批
准
と
国
内
法
の
整
備
が
急
が
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

来
年
は
、
「
部
落
地
名
総
鑑
」
事
件
発
覚
よ
り
二
○
年
で
あ
り
、

差
別
に
対
す
る
法
的
規
制
・
救
済
の
検
討
を
も
指
摘
し
た
「
同
対

審
」
答
申
よ
り
三
○
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
課
題
や
統
一
応

募
書
類
実
施
以
降
の
今
曰
の
課
題
を
改
め
て
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
克
服
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
も
そ
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ろ
。

〈
編
集
部
注
〉

後
掲
の
就
職
受
験
報
告
書
、
就
職
調
査
報
告
書
は
紙
数
の
都

合
上
、
縮
小
し
て
掲
載
し
た
。

の
は
、
大
阪
府
労
働
部
が
一
九
九
○
年
に
一
万
四
、
六
六
三
名
を

対
象
に
行
っ
た
も
の
（
大
阪
府
労
働
部
「
企
業
内
同
和
問
題
研
修

推
進
員
活
動
実
態
調
査
報
告
書
三
九
九
一
年
一
○
月
）
と
、
福

岡
県
労
働
部
が
一
九
九
二
年
に
一
一
一
一
六
三
名
を
対
象
に
行
っ
た

も
の
（
福
岡
県
労
働
部
『
採
用
選
考
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
報
告
書
及
び
企
業
内
同
和
問
題
研
修
等
事
例
集
」
が
あ
る
。

（
７
）
滋
賀
県
同
和
教
育
研
究
会
・
滋
同
教
進
路
保
障
研
究
部
編
『
進
路

保
障
シ
リ
ー
ズ
二
九
）
子
ど
も
た
ち
の
進
路
を
よ
り
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
に
’
一
九
九
二
年
度
の
と
り
く
み
」
に
は
こ
れ

ら
の
調
査
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
学
生
女
性
問
題
研
究
会
『
の
一
『
一
の
》
因
の
シ
ョ
ヶ
三
．
こ
の
一
望
一
九
九

三
年
一
二
月
。
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5４ ５５統一応募書類の全国的な違反集約状況と今後の課題

資料①＜京都＞
平成年度就職受験報告書（生徒用）

リ
リ

性
別男・女

日時 場所

藤
学
校
記
入
－

７
０
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
二

叩
１
１
０
１
．
１
‐
，
月
‐
‐
‐
Ｉ
‐
！
ご
‘
ｌ
Ｑ
１
．
‐
Ｊ
も
Ｉ
Ｃ
Ｊ
‐
．
Ｂ
○
℃
ｕ
叩
川
且
ｍ
７
Ｕ
如
一
叩
、
４
０
・
ｐ
ｗ
ｊ
■
▽
ｊ
・
‐
■
ｖ
■
。

面接での質問内容（下記のような質問がありましたか、あった場合にはどう聞かれましたか、ま
たその時、どう答えましたか）

１本籍（都道府県は可）について
D￣￣●￣￣￣￣￣￣￣￣■､￣￣￣■￣●￣●￣￣￣●●￣￣￣■■￣￣－￣●￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣●￣￣d■￣￣￣ 

例:本籍鯨都となっています力Ｍ)う少し詳しく教えて下さい。

お父さんの生まれliどこですか。

(あり・なし）

２住居とその環境について
p●.■￣￣￣￣￣'■－■P－－-－－￣￣￣d■｡－－－－●￣￣－－－－－－－－￣－－◆－－－－－－－ＣＣ￣d■■￣－ 

例:家はどのあたりにありますか。

家から自宅までの道願を詳しく教えて下さい。

家は持ち家ですか､借家ですか。

(あり・なし）

３家族の学歴・職業・地位ｐ収入・資産
Ｂ￣￣－－－■■－￣●￣－－－－－■■'■,－－－－￣－－●￣－－－－￣￣￣￣●￣￣￣￣￣￣●￣--￣￣￣￣￣￣-－ 

例:お父さんの仕事は何ですか。

お父さん|』どこにお勤めですか。

お父さんは大学を出られたのですか。

お父さんの給料liいくらか知っていますか。

(あり・なし）

４家族の状況
p￣￣￣■■－－－￣￣￣●￣－－￣■■■■￣￣￣￣－￣￣●￣￣－￣-－■■●￣￣￣■■■■■■■■■●｡￣￣￣■■￣￣●●￣￣ 

例:お父さんは亡くなったのですか､鬮婚ですか。

ご両親の離婚の原因Ii何ですか。

お父さんが無職なのはピういう理由ですか。

両親は健康ですか。

(あり・なし）

５生いたち
0－－￣￣●●￣●●￣￣■の●￣●■●●●●●●●の■￣￣￣￣●●●の●●●￣￣●￣●●●￣￣￣●￣￣￣●●

例:あなたが生まれたのは今住んでいるところですか。

生いたちを簡単に話して下さい。

(あり・なし）

６尊敬する人物
､￣｡●￣￣￣－￣￣￣￣￣￣■■￣字一一一一一一一一一一●￣￣￣￣￣●￣￣d■￣￣￣￣￣●￣￣￣￣●￣●￣－－￣

例:あなたが尊敬する人物はだれですか、その理由を教えて下さ

いｏ

(あり・なし）

７思想・信条・宗教・支持政党・加入団体
￣￣－－－￣■■●￣￣￣￣－■■－￣￣￣－－￣￣￣￣－￣l■P￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■￣￣￣●￣■■■■■■■■￣■■￣￣￣￣￣ 

例:最近読んだ本をあげて下さい｡何新聞嫁でとっていますか．

関心を持っている社会問題li何ですか｡家は仏教ですか。

何党を支持していますか｡何かの団体に加入していますか。

あなたの生活信条Ii何ですか

(あり・なし）

８適性・能力に関係ない質問
D－￣－－￣￣￣●￣￣－－－■■■■●－￣￣￣■■■■－￣・■■－－￣￣￣■■■■■■－￣￣￣￣￣￣￣￣￣－つ￣￣￣￣'■、￣￣■■

例:結婚したら会社をやめますか｡血液型は何型ですか。

生徒会活動・クラブ活動について思想的なことを聞かれた．

(あり・なし）

９その他

疑問に思ったこと

年組番 学科 科 名前 性別 男・女

【事業所名】
職種

日時 月日～日 場所’

科目 １学科試験【英・数・国・社・理・専門科目（）・一般常識】（該当するものに○印）
２作文３面接４各種検査５その他（）

選考試験の内容
(学科試験の内容を覚えている限り詳しく記入する）

(作文の題名）

(面接のスタイル、おもな質問事項など覚えている限り詳しく記入する）

(各種検査について、実施されたものに○印をつけ、その内容を具体的に記入する）
１健康診断【内科検診・血液検査・尿検査・レントゲン撮影・その他】
２労働省適性検査３クレペリン検査４その他

１０記入や提出を求められたもの

個人調査書･面接調査書･住所の略図.

家庭調査書･所籍謄本（抄本）・本や住

民票など

(あり・なし）

１１試験前あるいは試験後の家庭調査・身
元調査

(あり・なし）
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。「就職受験報告書」（生徒用）からの集計【問題のある選考試験の内容や作文の題名】
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一一一一一一
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一一一一一一
一一一一一一
計集のとぎ
」

校学表Ａ
 

書一一一一一一
生ロ｜｜｜｜｜一
報一一一一一一
繩｜｜｜｜｜｜
職一一一一一一
就一一一一一一

度一一一一一
年一一一一一一
成一一一一一一
平
二

三一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一

題問の他のそ由理調不２
 

の

雛倣繩一一一一一一
職一一一一一一
就一一一一一一

度一一一一一
年一一一一一一
成一一一一一一
平
三

＜｢就職受験報告書」（生；
〔ｌ〕集計（Ａ）：各種桐

筐
職受験報告書」（生徒用）からの集
集計(Ａ）：各種検査の実施状況

噸
仁

Ｂ）： 問
。『不調理由｣

！ 
■■ロ■ロ■ｌ■Ⅱ■■■Ⅱ■■■

桃(雛鵬名上鵠職名）

！ 

Ｐ
Ｐ
Ｄ
・
’
’
８
Ｄ
ｇ
ｑ
Ｂ
ｏ
ｊ
’
１
叱
０
句
Ｃ
Ｄ
心
・
・
平
下
‐
勺
芦
‐
、
６
．
９
１
．
．
『
ロ
ヨ
珀
口
孔
山
０
咄
企
ｈ
６
印
『
『
・
Ｏ
１
－
Ｐ
‐
、
．
ｉ
ｌ
－
Ｔ
ｐ
剤
．
？
‐
，
０
．
０
１
‐
。
‐
△
、

。「不調の理由」（へ）その他、の内容〔特徴的事例、進路保障上の大きな課題など〕

〔３〕集計 (Ｃ）：問題のある作文
男子女子合一 １０記入や提出物を求められる

１１試験前後の家庭・身元調査
。〔Ｃ表のｌ〕に該当しない「その他の問題」

(＊該当する項目に「あり」と報告された実数

蓑豐繧臺臺
(｡)求人とりやめに)求人数の削減（f)事業所訪

一
臣三三三ニーーニニーー（Ｄ表）内定後の問題ニーニニーニー三二二＝

問時・応接時の事業所の姿勢

(項目）(9)問題のある入社承諾書（h)戸籍謄本・抄本（i)誓約書（j)身元保証書（k)レポートの

提出を求める(1)卒業式以前に自動車や各種の免許取得を求める㈹卒業式以前に研修
またはアルバイトをさせる（､)採寸などによる呼出し（旅行を含む）（o)内定取消し

。「就職受験報告書」（生徒用）からの集計【面接内容・提出物などについての問題点】
（項目）ｌ本籍について２住居と環境３学歴・職業・収入他４家業の状況５生いたち

６尊敬する人物７思想・信条・宗教他８適性・能力に無関係（血液型）９その他
の質問１０記入や提出物を求められる１１試験前後の家庭・身元調査

ニー二三二二三三＝二二(Ｅ表）進路指導部調査＝＝＝二三二三三二＝＝

（１）本年度の就職状況の傾向

（２）就職指導の校内体制（特徴的なとりくみ）

（３）進路保障上、配慮を要した事例
□ 
今

-1否」

’ 
’’ 
－－」

事業所名
L￣￣￣-－￣■■￣￣￣￣￣■■￣￣－￣‐●￣－■■￣－－－■■■■－－－－－■■■■￣■■￣－ 

所在地(都道府県名と管轄職安名） 性別 合否
問題のある具体的内容及び作文の題名

対応と結果

男
● 

女

合
● 

否
学校名 高校（全・定・通）（）分校

受験者数 男子（）名女子（）名合計（）名

報告者数 男子（）名女子（）名合計（）名
記入者 分掌（）名前（）

学校名 （）高校（全・定・通）（）分校

記入者 分掌（）名前（）

項目 男子 女子 合計

１ 

内科検診

血液検査

尿検査

レントゲン撮影

その他

２ 労働省適性検査
３ クレペリン検査
４ その他

項目 男子 女子 合計
１ 本籍について
２ 住居と環境

３ 学歴･職業･地位他
４ 家族の状況
５ 生いたち

６ 尊敬する人物

７ 思想･信条･宗教他
８ 適性･能力に無関係

９ その他の質問

生徒

番号 性別
不調

回数

事業所名

所在地(髄府縣と管鰔安名）

不調理由

記号 番号

男

女

生徒

番号 性別
不調

回数

事業所名

所在地(髄府縣と鶴職名）

不調理由

記号 番号

男

女

事業所名

所在地(都道府県名と管轄職安名）

不調理由（へ）のその他の内容

男子 女子 合計 1０ 記入や提出物を求められる

1１ 試験前後の家庭・身元調査
事業所名

所在地(都道府県名と管轄職安名）

その他の問題

学校名 （）高校（全・定・通）（）分校

記入者 分掌（）名前（） 項目
事業所名

■￣.■■■■￣￣■■￣￣-戸－－￣●￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣□￣￣￣￣￣■■￣－■■￣

所在地(都道府県名と管轄職安名）

具体的内容（問題点）
P￣￣￣￣￣￣￣Ｃ￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－--￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣■■￣■■－■■￣=￣￣￣￣￣■■￣ 

対応と結果

■●●●￣￣￣￣￣■■－－￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■－￣￣￣＝‐￣￣￣￣ 

性別
事業所名

所在地(都道府県名と管轄職安名）

項目

記号

具体的内容

対応と結果

男・女
学校名 （）高校（全・定・通）（）分校
記入者 分掌（）名前（）

Ｅ＝＝＝ニニーー三＝（ｃ表の１）選考時の問題＝二二ニーーーーー＝

学校名 ）高校（全・定・通）（）分校

記入者 進路指導部名前（ 事業所名
P￣-－￣●￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣－-－￣－－－■■■■￣ 

所在地(都道府県名と管轄職安名） 性別 合否 項目
具体的内容（問題点）

Ｐ￣￣￣--￣■■￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣‐￣￣￣￣￣￣￣￣■■'■■■■■■■■～'■,■■－’■,■■￣￣￣‐￣￣●●￣￣￣￣￣0 

対応と結果

F■■￣￣￣￣￣￣－つ-つ￣｡￣￣■■￣■■－￣￣■■－－￣￣￣￣■￣￣￣｡￣￣￣￣●￣

男
● 

女

合
● 

否

ｐ￣●￣￣￣－－Ｃ￣Ｃ￣￣￣￣￣￣￣■■■■－－￣￣･■■･･◆●￣￣￣U■D￣￣￣￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－■■－－ 




